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2 次元（2D）ナノ材料、特にグラフェンや遷移金属カルコゲナイドの物性は広く研究されてお

り、その応用が様々な分野で期待されている。特に、ポストコロナ時代においては、バイオテク

ノロジー分野やバイオセンサーに関連した応用を念頭に、バイオ分子と 2D ナノ材料との界面に

対する理解の重要性が増している。本講演では、ペプチドを用いた 2D 材料表面上のバイオ分子

‐ナノ材料界面の制御に関する研究の最近の進展について紹介する。これらのペプチドは、自己

組織化によって 2D ナノ材料表面に一様な単分子層を形成する固体吸着ペプチドとして知られて

いる[1-4]。特に、これらのペプチドは基板である 2D 材料の電気化学的ポテンシャルに応じて自

己集合構造を変化させ [5]、または溶液の pH の変化によって 2D 材料の電子状態を調整すること

が可能である[6]。さらに、有機溶媒を溶液に導入することで、自己組織化構造を変化させること

もできる[7]。これらのペプチドは、補因子であるヘミンと階層的な自己組織化をすることで、グ

ラファイト表面で電気化学触媒として機能する能力を示しており[8]、自己組織化ペプチドを用い

たバイオ－ナノ界面応用の可能性が広がっている。最近では、生体の嗅覚受容体を模倣したペプ

チドを利用したグラフェンベースの匂いセンサーが、優れた感度と選択性を達成している[9,10]。

この新しいシステムでは、匂い分子のエナンチオマーを高い信号コントラストで区別でき、従来

の匂いセンサーでは達成されなかった能力を示した[11]。講演では、これらの研究成果を掘り下げ、

ナノ材料界面制御の重要性について紹介する。 
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